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の Legitim
itat 

が
、
当
該
社
会
の
人
々
が
そ
れ
に
「
帰
依
」
し
て
い
る
、

あ
る
種
の
「
神
聖
な
」
も
の 

（H
eiligkeit

） 

へ
の
基
礎
的
な
〈
信
仰
〉
や
、

〈
献
身
〉
に
支
え
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
成
立
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
（『
政

治
と
宗
教
』
創
文
社
、
二
〇
一
〇
年
）。「
神
聖
性
」（H

eiligkeit

） 

も
「
神
皇

正
統
」
の
「
道
」
を
考
え
る
上
で
（
特
に
垂
加
派
）
重
要
な
分
析
概
念
で

あ
る
。
ま
た
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
自
ら
後
に
撤
回
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
一

九
一
七
年
の
講
演
「
国
家
社
会
学
の
諸
問
題
」
で
被
支
配
者
の
意
思
か
ら

引
き
出
さ
れ
る
支
配
、
す
な
わ
ち
民
主
制
的
正
当
性
を
「
第
四
の
類
型
」

と
し
て
措
定
し
た
（
詳
細
は
佐
野
誠
「
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
講
演
「
国

家
社
会
学
の
諸
問
題
」（
一
九
一
七
年
）
を
め
ぐ
っ
て

─
国
家
社
会
学
と
正
当

的
支
配
の
四
類
型
」、『
法
制
史
研
究
』
五
七
、
二
〇
〇
七
年
）。
水
戸
学
で
は

安
積
澹
泊
の
よ
う
に
、
人
心
の
帰
趨
を
神
器
の
軽
重
と
関
連
さ
せ
て
、
皇

統
に
お
け
る
正
統
論
を
皇
室
内
部
の
相
続
論
で
は
な
く
、「
天
下
の
公
論
」

と
し
て
昇
華
さ
せ
よ
う
と
す
る
思
想
も
あ
る
（
拙
稿
「
水
戸
学
と
「
正
統
」」、

金
時
徳
・
濱
野
靖
一
郎
編
『
海
を
渡
る
史
書

─
東
ア
ジ
ア
の
「
通
鑑
」』
勉
誠

出
版
、 

二
〇
一
六
年
）。
こ
う
し
た
被
治
者
の
合
意
（
井
上
達
夫
氏
の
議
論
を

用
い
れ
ば
敬
譲〈deference

〉）
と
「
正
統
」
と
を
結
び
つ
け
る
言
説
の
流

れ
は
、
大
正
・
昭
和
で
流
行
し
た
尊
王
主
義
と
民
本
主
義
を
合
一
化
す
る

思
想
に
も
継
承
さ
れ
て
い
く
。
現
代
の
皇
位
継
承
問
題
を
考
え
る
上
で
も

考
慮
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。

 

（
中
央
大
学
准
教
授
）

丸
谷
晃
一
著

『
伊
藤
仁
斎
の
古
義
学

─
稿
本
か
ら
み
た
形
成
過
程
と
構
造
』

（
ぺ
り
か
ん
社
・
二
〇
一
八
年
）

阿
部
　
光
麿

一

　

本
書
は
、
二
〇
一
五
年
に
逝
去
し
た
丸
谷
晃
一
氏
の
業
績
が
、
氏
の

研
究
生
活
と
不
可
分
の
存
在
で
あ
っ
た
「
荻
生
徂
徠
研
究
会
」（
徂
徠
研
）

に
お
い
て
編
集
さ
れ
た
論
集
で
あ
る
。
著
者
畢
生
の
テ
ー
マ
は
、
現
存
す

る
伊
藤
仁
斎
自
筆
の
稿
本
資
料
を
用
い
た
思
想
構
造
の
分
析
で
あ
っ
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
の
研
究
論
文
九
篇
が
主
題
と
執
筆
年
代
を
踏
ま
え
て
三

部
に
編
成
さ
れ
、
更
に
知
己
た
る
徂
徠
研
の
面
々
に
よ
っ
て
解
題
、
解
説

等
の
ほ
か
、
故
人
を
偲
ぶ
エ
ッ
セ
イ
も
多
く
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
一
連

の
論
攷
の
背
後
に
あ
る
著
者
の
関
心
や
読
書
範
囲
を
、
そ
の
人
柄
と
と
も

に
伝
え
て
い
る
。
具
体
的
な
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
各
論
文
の
発

表
年
と
、
解
題
等
の
執
筆
者
名
も
記
し
た
。
敬
称
略
）。

　

第
一
部

　
　

第
一
部
解
題
（
高
山
大
毅
）

伊
藤
仁
斎
に
お
け
る
「
同
一
性
」
批
判
の
構
造

─
人
我
相
異
論
の
形

成
過
程
（
一
九
八
六
年
）
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伊
藤
仁
斎
に
お
け
る
「
性
善
」
論
の
構
造
（
一
九
九
九
年
）

伊
藤
仁
斎
の
「
情
」
的
道
徳
実
践
論
の
構
造
（
一
九
九
二
年
）

第
二
部

　

第
二
部
解
題
（
高
山
大
毅
）

伊
藤
仁
斎
に
お
け
る
「
古
義
学
」
的
方
法
の
形
成
過
程

─
『
孟
子
古

義
』
諸
稿
本
に
お
け
る
「
至
大
至
剛
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
（
一
九

九
一
年
）

伊
藤
仁
斎
『
論
語
古
義
』
里
仁
篇
・〈
参
乎
〉
章
の
注
釈
の
成
立
過
程

に
関
す
る
考
察

─
道
徳
論
に
お
け
る
「
情
」
の
構
造
（
一
九
九
一

年
）

伊
藤
仁
斎
に
お
け
る
「
道
」
秩
序
の
構
造
㈠
（
二
〇
〇
一
年
）

伊
藤
仁
斎
に
お
け
る
「
道
」
秩
序
の
構
造
㈡

─
「
道
」
秩
序
と
「
野

狐
山
鬼
」（
二
〇
〇
二
年
）

第
三
部

　

第
三
部
解
題
（
高
山
大
毅
）

伊
藤
仁
斎
の
人
間
観

─
『
孟
子
古
義
』
諸
稿
本
を
中
心
に
し
て
（
一

九
八
三
年
）

伊
藤
仁
斎
の
人
我
相
異
論
の
成
立
過
程

─
仁
斎
の
人
間
観
と
道
徳
論

を
め
ぐ
っ
て
（
一
九
八
四
年
）

　

解
説
（
相
原
耕
作
）

コ
ラ
ム 

丸
谷
晃
一
さ
ん
と
私

─
そ
の
研
究
と
思
い
出
（
ケ
イ
ト
・

ナ
カ
イ
／
田
尻
祐
一
郎
／
菅
原
光
／
片
岡
龍
／
大
久
保
健
晴
／
高
煕
卓

／
末
木
恭
彦
／
苅
部
直
）

跋
に
か
え
て

─
丸
谷
晃
一
氏
の
経
歴
お
よ
び
研
究
業
績
（
澤
井
啓

一
）二

　

仁
斎
研
究
に
お
け
る
資
料
環
境
の
特
殊
性
と
し
て
、
膨
大
な
自
筆
稿
本

群
の
存
在
が
あ
り
、
右
の
各
論
攷
は
著
者
が
そ
れ
ら
と
向
き
合
う
道
を
選

び
、
そ
こ
に
分
け
入
り
、
格
闘
す
る
中
で
生
み
出
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
方

法
が
本
書
を
特
徴
づ
け
て
お
り
、
副
題
に
「
稿
本
か
ら
み
た
形
成
過
程
と

構
造
」
と
付
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

周
知
に
属
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
仁
斎
は
生
前
、
著
作
の
出
版
に

は
踏
み
切
ら
ず
、
終
生
、
手
許
の
原
稿
に
手
を
入
れ
続
け
た
（
歿
後
に
嫡

子
東
涯
ら
が
整
理
、
公
刊
し
た
）。
黒
、
朱
、
青
の
筆
に
よ
っ
て
書
き
加
え
、

或
い
は
削
除
し
、
余
白
が
尽
き
れ
ば
修
正
を
反
映
し
た
新
た
な
稿
本
を
作

成
し
、
更
に
修
正
を
重
ね
る
。
推
敲
に
類
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
大
幅
な

変
更
も
あ
る
。
自
ら
絶
対
的
な
典
拠
に
選
択
し
た
語
孟
二
書
に
即
し
た
主

著
『
論
語
古
義
』
と
『
孟
子
古
義
』、
自
身
の
文
脈
で
構
成
し
た
『
童
子

問
』
や
『
語
孟
字
義
』
等
、
い
ず
れ
の
著
作
に
お
い
て
も
右
の
姿
勢
を
貫

い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
修
正
を
施
し
て
は
更
新
し
た
稿
本
群
が
伊
藤
家

に
お
い
て
継
承
さ
れ
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
現
存
す
る
。
仁
斎

が
対
峙
し
続
け
た
『
四
書
集
注
』
も
、
朱
子
は
晩
年
ま
で
修
正
し
続
け

た
と
伝
わ
る
が
、
そ
の
修
正
過
程
は
他
の
著
述
や
発
言
録
で
の
言
及
か

ら
し
か
窺
え
な
い
（
土
田
健
次
郎
「
朱
熹
『
論
語
集
注
』
全
訳
注
を
刊
行
し

て
」、『
日
本
思
想
史
学
』
第
四
七
号
、
二
〇
一
五
年
）。
こ
れ
に
対
し
て
言
え
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ば
、
書
き
込
み
尽
く
し
て
更
新
さ
れ
た
稿
本
も
保
管
さ
れ
た
結
果
、
仁
斎

の
場
合
は
修
正
過
程
の
多
く
を
具
体
的
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
（
先
に
挙

げ
た
主
要
著
作
の
稿
本
も
そ
れ
ぞ
れ
四
種
以
上
現
存
す
る
）。
そ
の
思
想
形
成

の
過
程
を
検
証
し
、
問
題
意
識
の
所
在
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
著
者
の
選
ん
だ
稿
本
研
究
の
道
が
全
く
容
易
な
ら
ざ
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
も
、
本
書
「
解
説
」
等
に
縷
々
語
ら
れ
る
。

　

そ
の
困
難
の
第
一
は
、
各
論
攷
に
お
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
る
通
り
、

仁
斎
に
よ
る
加
筆
修
正
の
過
程
が
決
し
て
晩
年
の
思
想
へ
と
真
っ
直
ぐ
に

突
き
進
む
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
よ
る
。
仁
斎
が
『
論
語
古
義
』
各
巻
冒

頭
に
冠
し
た
「
最
上
至
極
宇
宙
第
一
」
の
八
字
の
削
除
と
加
筆
を
繰
り
返

し
た
こ
と
は
有
名
だ
が
、
加
筆
箇
所
の
削
除
、
削
除
の
撤
回
と
い
っ
た
試

行
錯
誤
は
稿
本
群
の
随
処
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
何
を
見
出
す

か
が
問
わ
れ
る
中
で
、
著
者
は
仁
斎
の
思
想
的
特
徴
と
さ
れ
る
も
の
に
も
、

初
期
の
稿
本
に
ま
で
遡
れ
る
も
の
と
、
比
較
的
後
の
修
正
の
中
で
生
み
出

さ
れ
た
も
の
と
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
一
四
九
頁
、
一
五
〇
頁
）。
後

述
す
る
通
り
、
思
想
体
系
の
軸
、
そ
の
核
心
を
見
極
め
る
上
で
欠
か
せ
ぬ

視
点
で
あ
る
。

　

ま
た
著
者
が
、
各
論
攷
の
主
題
に
応
じ
た
特
定
の
章
の
変
遷
を
取
り
上

げ
つ
つ
、
他
の
箇
所
に
お
け
る
修
正
と
の
連
動
状
況
、
或
い
は
先
行
す
る

稿
本
で
の
修
正
内
容
を
参
照
し
、
縦
横
の
論
証
に
腐
心
し
て
い
る
点
も
、

稿
本
研
究
と
そ
の
成
果
報
告
の
難
し
さ
を
示
し
て
い
る
。
門
人
の
林
景
范

が
筆
写
し
た
所
謂
「
林
本
」
が
主
に
仁
斎
生
前
最
終
の
稿
本
と
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
次
の
稿
本
作
成
に
至
る
前
に
仁
斎
が
臨
終
を
迎
え
た
こ
と
に
よ

る
の
で
あ
っ
て
、「
林
本
」
に
至
っ
て
脱
稿
し
た
訳
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、

そ
こ
に
至
る
迄
の
稿
本
も
、
試
行
錯
誤
の
中
に
あ
ろ
う
と
も
、
い
ず
れ
も

み
な
「
古
義
」、
彼
に
と
っ
て
の
〝
本
来
の
儒
学
〟
を
追
究
し
た
成
果
な

の
で
あ
る
。
稿
本
群
の
活
用
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
の
は
、
同
一
著
作
の

縦
断
的
検
討
と
と
も
に
、
思
想
形
成
過
程
の
著
作
横
断
的
検
証
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
十
分
に
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

稿
本
研
究
の
困
難
さ
に
つ
い
て
も
う
一
つ
加
え
て
お
く
な
ら
ば
、
そ
れ

は
稿
本
資
料
の
利
用
環
境
に
あ
る
。
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
自
筆
稿

本
群
は
、
一
九
四
八
年
に
一
括
し
て
重
要
美
術
品
の
認
定
を
受
け
て
お
り
、

現
在
、
原
本
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
発
行
さ
れ
た
影
印
本
の
類
も
無
い

の
で
個
々
に
写
真
撮
影
を
依
頼
す
る
よ
り
な
い
の
だ
が
、
各
稿
本
の
書
き

込
み
等
が
誰
の
筆
に
よ
る
も
の
か
を
写
真
で
判
別
す
る
こ
と
は
至
難
で

あ
り
、
筆
跡
の
判
定
な
ど
各
稿
本
の
位
置
づ
け
は
『
古
義
堂
文
庫
目
録
』

（
天
理
図
書
館
叢
書
二
一
、
天
理
大
学
出
版
部
、
一
九
五
六
年
）
の
見
解
に
拠

る
ほ
か
は
な
い
。
同
目
録
は
稿
本
研
究
の
基
盤
を
成
す
偉
業
な
の
だ
が
、

そ
れ
で
も
や
は
り
、
自
身
で
は
原
本
を
披
見
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
一
抹

の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
進
め
る
よ
り
な
い
方
法
な
の
で
あ
る
。
だ
が
、
稿

本
群
の
存
在
と
価
値
が
認
識
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
れ
を
手
に
す
る
時
点
で

一
つ
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
（
具
体
的
内
容
を
知
る
こ
と
な
く
撮
影
を
申
請
せ

ね
ば
な
ら
な
い
）
現
状
が
新
た
な
参
加
者
を
遠
ざ
け
て
い
る
な
ら
ば
、
こ

の
手
法
の
実
際
を
知
る
為
に
も
、
著
者
使
用
の
写
真
版
が
学
習
院
大
学
に

所
蔵
さ
れ
、
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
（
三
三
八
頁
）
は
有
益
と

言
え
よ
う
。
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三

　

思
想
分
析
に
お
け
る
著
者
の
一
貫
し
た
関
心
は
、
朱
子
学
に
所
謂
「
本

然
の
性
」
を
否
定
し
た
仁
斎
が
如
何
に
自
身
の
人
性
論
を
構
築
し
た
か
の

解
明
に
あ
り
、
第
三
部
所
収
の
両
篇
で
の
探
求
が
、
ま
ず
は
第
一
部
の
第

一
論
文
と
し
て
結
実
す
る
。
ま
さ
し
く
稿
本
群
の
考
察
を
進
め
る
中
で
、

朱
子
学
に
対
す
る
徳
の
外
在
化
と
し
て
知
ら
れ
る
仁
斎
の
持
論
、「
四
端

の
心
」
に
つ
い
て
の
『
孟
子
』
の
語
を
「
仁
義
を
以
て
其
の
性
に
名
づ
く
。

性
の
名
に
非
ず
」
と
解
す
る
晩
年
の
常
言
が
『
孟
子
古
義
』
現
存
最
古

稿
本
の
書
き
入
れ
に
ま
で
遡
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
（
二
五
〇
頁
）。
一

方
、
著
者
の
所
謂
「
人
我
相
異
論
」
は
、
後
年
の
著
作
『
童
子
問
』
で
の

摸
索
の
中
で
仁
斎
が
生
み
出
し
た
も
の
と
す
る
。
こ
の
「
人
我
相
異
論
」

を
、
著
者
は
「
同
一
性
批
判
だ
け
の
段
階
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
次
の
段

階
と
し
て
、「
本
然
の
性
」
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
朱
子
学
的
思
惟
方
法

を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
を
展
開
さ
せ
た
」（
二
三
頁
）

そ
の
成
果
と
位
置
づ
け
る
が
、
思
想
の
軸
と
な
る
主
張
が
ま
ず
先
行
し
、

そ
れ
を
機
能
さ
せ
る
議
論
が
後
か
ら
形
成
さ
れ
た
と
の
指
摘
は
、
思
想
体

系
内
に
お
け
る
主
従
の
関
係
を
解
明
す
る
有
力
な
手
が
か
り
た
り
得
よ
う
。

稿
本
研
究
が
、
仁
斎
の
問
題
意
識
に
即
し
た
理
解
を
企
図
す
る
上
で
欠
か

せ
ぬ
役
割
を
も
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
「
忠
信
」
と
「
忠
恕
」
を
基
礎
と
す
る
仁
斎
の
道
徳
実
践
論
の
実

際
を
描
き
出
し
た
点
も
、
著
者
の
業
績
と
し
て
特
筆
し
て
お
き
た
い
。
仁

斎
が
「
恕
」
の
解
釈
を
朱
子
学
の
「
己
を
推
す
」
か
ら
「
人
の
心
を
忖
度

す
」（「
忖
度
」
は
『
詩
経
』
に
典
拠
を
も
つ
語
で
あ
る
）
へ
と
改
め
た
点
は

た
び
た
び
注
目
さ
れ
て
き
た
。
著
者
は
「
忠
恕
」
解
釈
の
誕
生
過
程
を
第

二
部
第
二
論
文
に
て
論
じ
た
上
で
、
第
一
部
第
三
論
文
で
は
「
忠
信
」
に

も
目
配
り
し
、
そ
の
は
た
ら
き
を
、
受
動
的
な
反
応
と
し
て
の
「
情
」
を

制
御
し
、
他
者
に
対
す
る
適
切
な
態
度
と
し
て
発
現
す
る
こ
と
と
表
現
す

る
。
そ
れ
故
に
他
者
の
事
情
を
斟
酌
し
、
是
認
す
る
「
忠
恕
」
と
両
輪
た

り
得
る
と
指
摘
し
、
両
者
の
実
践
を
「
外
在
化
さ
れ
た
客
観
的
規
範
と
し

て
の
「
仁
義
礼
智
」
を
、
道
徳
実
践
主
体
が
人
間
関
係
の
な
か
で
自
己
の

感
情
、
お
よ
び
態
度
と
し
て
確
立
・
維
持
す
る
営
為
」（
一
一
二
頁
）
と

ま
と
め
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
、
人
は
眼
前
の
社
会
に
自
覚
的
に
参

加
で
き
る
の
で
あ
る
。『
論
語
』
所
載
の
個
別
具
体
的
な
事
例
を
、
そ
の

「
道
徳
実
践
の
手
本
」、「
一
種
の
類
型
的
行
動
様
式
」（
一
一
五
頁
）
と
評

す
る
点
も
、
個
々
の
『
論
語
』
学
習
が
如
何
に
道
徳
実
践
に
資
す
る
か
を

示
す
も
の
と
し
て
分
か
り
易
い
。

四

  

仁
斎
の
「
下
愚
」
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
も
、
著
者
は
独
特
の
見
解
を
提
出

し
て
い
る
。
最
後
に
こ
の
件
と
、
そ
の
背
景
に
あ
る
思
想
の
把
握
方
法
の

問
題
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
「
上
知
と
下
愚
と
は
移
ら
ず
」（『
論
語
』）
に
見
え
る
「
下
愚
」
に
つ
い

て
、
朱
子
学
で
は
『
孟
子
』
の
所
謂
「
自
暴
自
棄
」、
す
な
わ
ち
自
ら
向

上
を
拒
む
者
を
「
下
愚
」
に
当
て
る
。
仁
斎
は
こ
れ
を
批
判
し
、「
億
万

人
中
の
一
二
の
み
」
な
が
ら
存
在
す
る
先
天
的
な
四
端
の
心
の
欠
落
者
が
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「
下
愚
」
で
あ
る
と
の
解
釈
を
示
す
と
と
も
に
、
具
体
的
な
古
代
中
国
の

悪
人
を
該
当
者
と
し
て
挙
げ
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
先
天
的
欠
落
者
に
つ

い
て
は
「
置
き
て
論
ぜ
ず
」
と
言
う
の
だ
が
、
著
者
は
こ
の
態
度
を
冷
淡

と
評
し
て
強
調
す
る
。
そ
う
し
た
欠
落
者
が
現
実
に
存
在
す
る
こ
と
を
示

す
世
界
説
明
の
言
と
し
て
解
す
る
見
方
で
あ
る
（
第
一
部
第
二
論
文
）。
一

方
、
こ
の
「
下
愚
」
解
釈
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
当
該
論
文
に
先

ん
じ
て
、
次
の
見
解
も
世
に
問
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
億
万
人
中
の

一
二
の
み
」
な
が
ら
欠
落
者
が
存
在
す
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
該
当
者
を

固
有
名
詞
を
挙
げ
て
確
定
し
て
し
ま
う
こ
と
で
「
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
移
ら

ざ
る
「
下
愚
」
か
ら
解
放
す
る
た
め
の
装
置
」
と
し
た
と
捉
え
る
見
方
で

あ
る
（
豊
澤
一
「
伊
藤
仁
斎
に
お
け
る
「
性
善
」
の
意
義
に
つ
い
て
」、
竹
内

整
一
ほ
か
編
『
日
本
思
想
史
叙
説
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
二
年
）。
対
蹠
的

な
理
解
に
至
る
分
水
嶺
は
、
自
身
が
発
す
る
言
説
の
効
果
を
期
し
た
思
想

的
主
張
と
し
て
仁
斎
の
言
を
捉
え
る
か
、
世
界
説
明
と
し
て
捉
え
る
か
に

あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

既
述
の
人
性
論
の
問
題
に
お
い
て
も
、
著
者
は
「
本
然
の
性
」
を
否
定

し
た
結
果
、
仁
斎
は
新
た
に
道
徳
的
根
拠
を
位
置
づ
け
る
課
題
を
背
負
い

込
ん
だ
と
し
（
一
六
頁
）、
彼
の
思
想
体
系
に
お
け
る
「
性
」
の
脆
弱
さ

を
強
調
し
続
け
る
。
そ
し
て
「
朱
子
学
の
な
か
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る

「
性
」
の
価
値
を
貶
し
め
、
そ
れ
に
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
道
徳
的
実

践
に
お
け
る
「
教
」
と
「
学
」
を
重
視
し
た
」（
二
一
頁
）
と
表
現
す
る

が
、
仁
斎
本
人
は
、
そ
の
「
性
」
に
「
学
問
の
綱
領
」
と
し
て
の
位
置
を

与
え
て
お
り
（『
童
子
問
』
巻
上
・
第
一
二
章
）、「
性
」
と
「
教
」
と
の
関

係
を
車
の
両
輪
に
も
譬
え
て
い
る
（
同
・
第
一
八
章
）。
仁
斎
そ
の
人
の
認

識
と
著
者
と
の
間
に
は
些
か
の
齟
齬
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
だ

が
、
こ
れ
も
仁
斎
の
言
説
を
世
界
説
明
と
捉
え
る
の
か
、
或
い
は
効
果
を

期
し
た
主
張
と
見
る
の
か
と
い
う
相
違
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

仁
斎
は
「
自
暴
自
棄
」
を
「
下
愚
」
か
ら
引
き
離
す
が
、
そ
の
一
方
で

「
自
暴
自
棄
せ
ざ
る
者
は
千
百
の
一
二
の
み
」（
同
・
第
一
五
章
）
と
、
そ

れ
が
世
の
ほ
と
ん
ど
の
人
の
姿
で
あ
る
と
言
う
。
先
の
豊
澤
氏
も
こ
の
記

述
に
つ
い
て
は
仁
斎
の
認
識
、
世
界
説
明
の
言
で
あ
る
と
捉
え
る
が
故
に
、

仁
斎
の
見
る
人
間
像
を
「
闇
く
弱
い
存
在
」
で
あ
る
と
評
す
る
（
前
掲
論

文
）。
だ
が
、
こ
れ
も
主
張
と
し
て
捉
え
た
上
で
、「
性
善
の
説
は
仁
義
の

己
が
固
有
た
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
其
れ
実
に
自
暴

自
棄
の
者
の
為
に
之
を
発
す
」（『
童
子
問
』
巻
上
・
第
一
五
章
）
と
の
仁
斎

自
身
の
語
、
す
な
わ
ち
性
善
説
を
発
し
た
孟
子
の
狙
い
は
、
世
界
説
明
で

は
な
く
教
導
に
あ
る
と
す
る
仁
斎
の
見
解
と
接
続
す
れ
ば
、「
自
暴
自
棄
」

を
一
部
の
者
に
限
定
し
な
い
こ
と
で
、
性
善
説
に
普
遍
的
な
教
導
力
を
も

た
せ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
著
者
が
指
摘
す
る
「
性
」
の
脆
弱
さ
に

つ
い
て
、
脆
弱
で
あ
る
か
の
よ
う
に
説
く
点
に
「
人
々
に
学
を
勧
め
る
た

め
の
思
想
戦
略
」
を
見
出
す
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
（
山
本
正
身
『
仁

斎
学
の
教
育
思
想
史
的
研
究
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
、
三
九

四
頁
）。
こ
れ
も
効
果
を
期
し
た
主
張
と
し
て
、
仁
斎
の
言
説
を
捉
え
た

も
の
で
あ
る
。

　

右
を
踏
ま
え
た
時
、
著
者
の
所
謂
「
人
我
相
異
論
」
が
後
か
ら
形
成
さ

れ
た
議
論
で
あ
る
な
ら
ば
、
仁
斎
に
よ
る
人
間
の
個
別
性
の
強
調
、
他
者
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と
の
隔
絶
の
強
調
も
、
人
間
観
の
吐
露
に
始
ま
る
世
界
説
明
と
い
う
よ
り

も
、
他
者
と
の
隔
絶
を
乗
り
越
え
る
為
の
道
徳
実
践
へ
と
導
く
こ
と
を
企

図
し
た
主
張
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
が
、
或
い

は
著
者
の
言
う
朱
子
学
的
思
惟
方
法
の
克
服
の
先
に
あ
る
、
仁
斎
の
狙
い

な
の
で
は
な
い
か
と
愚
考
す
る
次
第
で
あ
る
。

結

　

本
書
を
通
読
す
る
と
、
著
者
の
問
題
意
識
と
研
究
方
法
の
展
開
の
過
程

も
窺
わ
れ
、
よ
き
理
解
者
の
手
で
編
ま
れ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
稿
本

研
究
に
生
き
た
著
者
の
業
績
は
、
著
者
自
身
の
軌
跡
を
示
す
構
成
と
な
っ

て
、
改
め
て
公
刊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

著
者
は
本
学
会
の
監
事
も
務
め
ら
れ
、
評
者
の
幹
事
在
任
中
に
も
会
計

監
査
の
労
を
お
と
り
下
さ
っ
た
。
擱
筆
に
当
た
っ
て
、
改
め
て
そ
の
冥
福

を
祈
り
た
い
。

 

（
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
）

板
東
洋
介
著

『
徂
徠
学
派
か
ら
国
学
へ
─
表
現
す
る
人
間
』

（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
九
年
）

前
　
田
　
　
勉

1

　

近
年
、
思
想
家
の
顔
が
見
え
な
い
思
想
史
研
究
が
多
い
な
か
で
、
本
書

は
荻
生
徂
徠
と
賀
茂
真
淵
と
い
う
「
畸
人
」
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
作
品
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
思
想
史
研
究
に
は
様
々
な
方
法
が
あ
っ
て

よ
い
。
思
想
家
個
人
の
生
と
思
想
を
切
断
し
、
言
説
空
間
に
お
い
て
思
想

を
み
る
方
法
も
あ
る
。
ま
た
、
同
時
代
の
社
会
の
な
か
で
生
き
て
悩
む
思

想
家
の
意
識
を
内
在
的
に
理
解
す
る
方
法
も
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
い
さ

さ
か
大
勢
に
抗
う
か
の
よ
う
に
、
本
書
は
後
者
の
内
在
的
理
解
の
方
法
に

よ
っ
て
、
倫
理
学
の
立
場
か
ら
徂
徠
学
と
国
学
の
賀
茂
真
淵
と
い
う
近
世

思
想
史
の
二
人
の
巨
人
を
描
い
た
意
欲
作
で
あ
る
。

　

本
書
は
「
は
じ
め
に
」
で
、
唐
突
に
椎
名
麟
三
の
小
説
『
美
し
い
女
』

の
一
節
を
引
用
し
、「
本
書
が
念
頭
に
置
く
問
題
系
」（
七
頁
）
を
語
り
出

す
。
著
者
は
そ
こ
か
ら
「
大
仰
な
思
想
」
を
忌
避
し
、
日
々
の
仕
事
の
中

で
「
物
へ
じ
か
に
手
を
ふ
れ
、
物
を
動
か
し
た
り
変
え
た
り
す
る
こ
と
」

に
拘
泥
す
る
態
度
を
読
み
と
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
験
的
な
「
わ
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